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表紙の紹介

　市内で５歳くらいまでの

お子さんの写真を募集して

います。写真に、お子さんの

名前と生年月日、両親の住所・

氏名、お子さんへの簡単な

メッセージを添えて、総務課

広報広聴担当まで。希望があ

れば写真撮影もしています。

★募集しています★

目 次　　　　　   平成２２年３月
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３月号

　

※平成２２年１月末日現在の外国人の方を

含めた表示。（  　）内は前月比。

人のうごき

人　口 ３９，８６５人（－  ４７） 

男　性 １８，６４３人（－  ２２）

女　性 ２１，２２２人（－  ２５）

世　帯 １５，４８０世帯（－  ８）

出　生 ２５人（－  １）

死　亡 ５６人（±  ０）

◉問い合わせ

伊 予 市 役 所 ☎９８２－１１１１（代）　　中山地域事務所 ☎９６７－１１１１（代）　　双海地域事務所 ☎９８６－１１１１（代）

ホームページ　http://www.city.iyo.lg.jp　　メールアドレス　iyo-daihyo@city.iyo.ehime.jp

すくすく健やかに成長してね。

　もうすぐひな祭り。

　２月１０日、中山保

育所で行われたお茶

会でのひとコマ。

　初めての体験にド

キドキ、ワクワク。お

行儀良くできるか

なぁ。

♠竹下 陽
ひ な た

向太 くん
平成２０年６月１７日生まれ（１歳）

《父》健一さん

《母》姿穂さん（尾崎）

防災行政無線に関するお知らせ ３

下灘中学校６３年間の思い出 ４

伊豫國「あじの郷
く に

」づくり⑫ ６

地域包括支援センターだより� ７

しせいニュース ８

ほっとアングル １３

くらしインフォメーション １６

わくわくまなびランドいよ １８

健康ガイド ２０

きらり人ー徳田明子さん ２２

イベント情報、カレンダー ２３

みんなのひろば ２４



防
災
行
政
無
線
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
い

放
送
時
間
や
放
送
曲

が
変
わ
り
ま
す

　

本
市
で
は
、
平
成
２０
年
度
か
ら
、
デ
ジ

タ
ル
防
災
行
政
無
線
施
設
を
整
備
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
整
備
中
の
中
山
・
双
海
地

区
に
つ
い
て
は
、
３
月
１０
日
頃
か
ら
順
次

デ
ジ
タ
ル
化
に
移
行
し
ま
す
。

　

現
在
は
、
本
庁
・
中
山
・
双
海
地
区
の
無

線
シ
ス
テ
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る

た
め
、「
放
送
時
間
」や「
時
報（
チ
ャ
イ
ム
）」

な
ど
、
別
々
の
運
用
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

中
山
・
双
海
地
区
の
無
線
施
設
の
デ
ジ
タ

ル
化
に
伴
い
、
伊
予
市
全
体
で
統
一
し
た

運
用
を
行
い
ま
す
。

　

従
っ
て
、
本
庁
・
中
山
・
双
海
地
区
の
デ

ジ
タ
ル
無
線
に
移
行
し
た
屋
外
拡
声
子
局

に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
月
１０
日
以
降
、
次

の
と
お
り
変
更
し
て
い
き
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※
中
山
・
双
海
地
区
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
移
行
前
の

屋
外
拡
声
子
局
に
つ
い
て
は
、
時
報
は
こ
れ

ま
で
ど
お
り
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

防
災
安
全
課（
内
線
５
６
４
）

■これまでの中山地区の放送

時　報 お知らせ

朝
 ６：００

【チャイム】
  ６：４５（市役所）

昼
 １２：００

【チャイム】
 １２：３５（農協）

夕
１８：００

【チャイム】
 １８：４５（市役所）

夜
 ２１：００

【チャイム】
※夏休み期間のみ

ー

■これまでの双海地区の放送

時　報 お知らせ

朝
  ６：００

【恋は水色】
　７：１０（市役所）

昼
１２：００

【野ばら】

１２：１０上灘
１２：３０下灘

（農協）

夕
１７：００（冬季）
１８：００（夏季）

【夕焼けこやけ】
１９：１０（市役所）

夜 ― ー
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■これまでの本庁地区の放送

時　報 お知らせ

朝
 ６：００

【牧場の朝】
※大平地区のみ

 ７：３０（市役所）
１１：００（消防署）

昼
 １２：００

【恋は水色】
 １２：３０（市役所）

夕
１７：００（冬季）
１８：００（夏季）

【夕日】
 １９：００（市役所）

夜
 ２１：００

【野ばら】
※唐川地区除く

ー

■３月１０日以降デジタル化した後の放送（伊予市全域）

時　報 お知らせ放送

朝
 ６：００

【牧場の朝】
※大平・中山・双海地区のみ

７：１０（市役所）　
１１：００（消防署） 　

昼
１２：００

【恋は水色】

１２：１０（農協：上灘）
１２：２０（農協：下灘）
１２：３０（市役所）　  
１２：４０（農協：中山）

夕

１７：００
【夕焼けこやけ】

※（冬季）１０～３月
１９：１０（市役所）　　

１８：００
【夕日】

※（夏季）４～９月

夜
２１：００

【野ばら】
※本庁地区（唐川地区は除く）のみ

ー

※消防署からの放送は、毎月１日朝７：００にサイレンを鳴らします。また、必要に応じ

て１５：００にも気象情報を放送する場合があります。

※本庁地区の夕方（冬季１７：００）の時報が、【夕焼けこやけ】に変わります。

※行政情報のお知らせについて、緊急性がある場合には、定時以外に放送することが

あります。



６３
年
間

た
く
さ
ん
の
思
い
出
を

あ
り
が
と
う

　
「
キ
ー
ン　

コ
ー
ン　

カ
ー
ン　

コ
ー
ン
」

　

山
あ
い
に
こ
だ
ま
す
る
チ
ャ
イ
ム
の
音

　

６３
年
前
か
ら
、
下
灘
中
学
校
の
生
徒
を
教
え
導
い
て
き
た
鐘
の
音

　

下
灘
の
み
ん
な
に
時
間
を
知
ら
せ
た
時
の
鐘

　

当
た
り
前
の
よ
う
に
聞
こ
え
て
い
た
チ
ャ
イ
ム
が
４
月
か
ら
は

聞
こ
え
な
く
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
チ
ャ
イ
ム
と
と
も
に
心
に
刻
ま
れ
て
き
た
た
く
さ
ん
の

思
い
出
は
、
こ
れ
か
ら
も
後
世
に
語
り
継
が
れ
ま
す
。

　

正
門
に
あ
る
大
き
な
古
桜
と
と
も
に
。

　

そ
し
て
何
よ
り
も
、
私
た
ち
の
宝
物
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
、
新
し

い
チ
ャ
イ
ム
の
も
と
、
元
気
に
学
ぶ
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。
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　下中卒業生・地元の皆さんなど、どなたでも参加できます

下灘中学校統合記念式典のご案内
■日　　時　３月１３日（土）９：００～１０：００（８：２０開場）

■場　　所　下灘中学校体育館

■主な内容　学校長挨拶、ＰＴＡ会長挨拶

　　　　　　生徒代表挨拶

　　　　　　思い出のビデオ上映

　　　　　　校旗返還、校歌斉唱、記念碑除幕式

■問い合わせ　下灘中学校（☎９８７－００１４）

下
中
の
あ
ゆ
み

昭
和
２２
年 

下
灘
村
立
下
灘
中
学

　
　
　
　

 
校
が
創
立
す
る

昭
和
２４
年 

現
在
の
場
所
に

　
　
　
　

 

新
設
移
転

昭
和
２９
年 

講
堂
落
成

昭
和
４８
年 

プ
ー
ル
落
成

■生徒数の推移

４００

３００

２００

１００

Ｓ
２２
年

３２
年

３７
年

４２
年

５２
年

６２
年

Ｈ
９
年

１９
年

１８８

３７８

１５８

２５５
２３１

１１４

５８
３２

６３
年
間
の
歴
史

　

下
灘
中
学
校
は
、
下
灘
地
区
の
中

央
を
流
れ
る
豊
田
川
の
中
流
に
あ
り
、
左
右

を
山
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
場
所
に
あ

り
ま
す
。

　

昭
和
２２
年
に
創
設
さ
れ
た
下
灘
中
学
校

は
、
は
じ
め
は
下
灘
小
学
校
校
舎
の
一
部
を

利
用
し
、
翌
々
年
に
現
在
の
場
所
に
新
設
移

転
し
ま
し
た
。

　

昭
和
３７
年
に
は
、
も
っ
と
も
多
い
３７８
人
の

生
徒
が
在
校
し
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
剣
道
の

部
活
動
で
は
、
県
大
会
で
優
勝
や
準
優
勝
な

ど
、
数
々
の
栄
光
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
頃
を
ピ
ー
ク
に
、
生
徒
数
は
減
少
し
、

現
在
で
は
、
全
校
生
徒
３２
人
が
、
学
業
や
部

２１
年

４７

活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。

統
合
に
至
る
ま
で
の
経
緯　

　

生
徒
数
が
減
少
し
、
今
後
も
生
徒

数
の
増
加
が
見
込
め
な
い
な
か
、
中
学
校
の

統
合
問
題
が
浮
上
し
ま
し
た
。

　

市
や
中
学
校
・
小
学
校
・
保
育
所
の
先
生
、

ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
元
住
民
の
皆
さ
ん
は
、

今
の
生
徒
や
将
来
中
学
生
に
な
る
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
、
何
が
最
良
の
方
法
な
の
か

を
真
剣
に
議
論
し
ま
し
た
。

　

下
灘
中
学
校
統
合
検
討
委
員
会
４
回
、
双

海
地
域
中
学
校
検
討
委
員
会
４
回
、
双
海
地

区
中
学
校
統
合
説
明
会
２
回
。こ
の
ほ
か
に
も
、

い
ろ
い
ろ
な
方
々
の
ご
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
２０
年
１２
月
１９
日
の
教
育
委

員
会
で
統
合
と
い
う
結
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

下
中
、
あ
り
が
と
う

　

創
立
か
ら
今
年
の
卒
業
生
を
含
め

て
３
，４
８
９
人
の
生
徒
が
、
下
灘
中
学
校

を
巣
立
ち
ま
す
。

　

下
灘
中
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
一
人
ひ

と
り
の
心
の
中
に
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
色

褪
せ
る
こ
と
な
く
残
り
続
け
ま
す
。

　

下
中
、
６３
年
間
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を

あ
り
が
と
う
。

下
中
！

　

フ
ァ
イ
・
オ
ー

　
　

フ
ァ
イ
・
オ
ー

　
　
　

フ
ァ
イ
・
オ
ー
（
体
育
の
と
き
の
掛
け
声
）

昭
和
３０
年 

双
海
町
立
下
灘
中
学

　
　
　
　

 

校
に
校
名
変
更

昭
和
３９
年 

体
育
館
落
成

昭
和
５３
年 

新
校
舎
の
増
改
築
、

　
　
　
　

 

運
動
場
の
拡
張
整
備

平
成
１４
年 

体
育
館
落
成

平
成
１７
年 

伊
予
市
立
下
灘
中
学

　
　
　
　

 

校
に
校
名
変
更

平
成
２２
年 

閉
校

　
　
　
　

 

上
灘
中
学
校
と
統
合
、

　
　
　
　

 

双
海
中
学
校
と
な
る

下灘中学校６３年間の思い出

広報いよし(�)

昭和２６年の下灘中学校校舎



　３月は春のスタート月。山野では山菜が顔を出

し始めます。春ならではの苦みを持った植物には、

冬の間、体に溜まった老廃物を外に排泄する働き

があります。体の熱を冷まして胃腸を整え、利尿

便通の効果に優れた山菜を積極的に取り入れ、体

の中からスッキリしましょう！

　また、ビタミンＣが豊富ないちごや、鉄分が豊

富なひじきもおいしくなります。海・山・里に栄

養が豊富な食材が登場するうれしい季節ですね。

あじプロねっと夕焼けぴちぴち市　豊川 めぐみ さん

　「夕焼けぴちぴち市」は、

浜のお母さんたちが営

む「さかなや」です。土・

日曜に限定の営業です

が、お店には水揚げされ

たばかりの新鮮な魚介

類が並び、お好みに応じ

てさばいてくれます。

　また「鯛めし」「いずみや」「酢炊き」など、絶

品漁師料理もお手頃価格で提供しています。

お刺身や弁当の予約も承りますので、営業時

間中にお問い合わせください。

※鱧（ハモ）特製御膳大好評販売中！（要予約）

“あじの郷
くに

五勇士”

今月のあじな達人
伊豫國「あじの郷

くに

」づくり⑫

　七福神の一人、えびす様が釣

り上げて持っとる鯛は、お祝い

料理でよう出されたりするん

よ。瀬戸内海で、えびやいか、

貝類なんかを食べて大きくなっ

た鯛の味は、とってもおいしい

けん、ぜひ食べとーみ！！

伊豫國ってこんなとこ！

　伊豫國は、郡中地区の削り節

産業、双海地区の新鮮な魚介類、

中山地区の農産物をはじめとす

る「食」の宝庫だよ！

　「栄養学」を唱えた佐伯博士が

幼少期を過ごし、また「栄養」を冠した寺があ

るなど、今日の「栄養学」とのかかわりが深い

地でもあるんだね！

あじの郷
くに

五勇士がゆく！

広報いよし (�)

のプチ食育おタイ

　

　皆さん、「郷土愛」という言葉をご存知です

か？郷土愛とは、自分の暮らす土地を好きだ

と思う心のこと。例えば、全国ネットのテレ

ビやラジオで「愛媛県伊予市の…」などと言っ

ていると、「おっ！？」と思ったりしませんか？

それがすでに、郷土愛の表れです。同じ街に

住む人と同じ考えを分かち合うことができた

ら、自然と嬉しくなってパワーアップする気

がしますよね。私自身、伊予市に生まれ育っ

た身として、この街のことは何でも知りたい

し、どんどん良いところを見つけて、もっと

多くの人に知ってもらい

たいと思っています。

　当実行委員会では、そ

んな郷土愛を大切にし

た「サポーター」を募集

しています。私たちと一

緒に「あじの郷」をとお

して、素敵なまちづくり

を目指しませんか！

「あじ郷
くに

」委員のつぶやき

　伊豫國には、天下一品の食材や郷土料理が

たくさん眠っているのでござ

る！皆さんも、我ら「あじの郷

五勇士」とともに、伝説の食材

を探してほしいでござるよ。

どんな小さな情報でもいいの

で待っているでござる！

伊豫國「伝説の食材」探し その１

サポーターは伊予市ホームページで随時募集中！

夕焼けぴちぴち市（双海町串甲３６７０－８、し

もなだ運動公園の海側、☎９８７－００５０）
営業日時　毎週土・日曜日、１０：００～１７：００

丸本 幸子 委員



伊
予
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

通
信

い

い
き

き

ＮＯ．２６

伊
予
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
伊
予
市
役
所
１
階
長
寿
介
護
課
内
）

　

☎
９
８
２
ー
１
１
１
１（
内
線
５
４
４
・
５
５
５
）

健
康
な
身
体
づ
く
り
を

健
康
な
身
体
づ
く
り
を
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い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
元
気

に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
健
康
な
身

体
を
維
持
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
多
く

の
人
は
、
健
康
を
損
ね
て
初
め
て
、
そ
の

大
切
さ
を
知
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
一
度
健
康
を
損
ね
て
し
ま
う

と
、
元
の
身
体
に
戻
す
の
に
大
変
な
努
力

が
必
要
と
な
る
た
め
、
健
康
な
う
ち
か
ら

予
防
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
普
段
か
ら

健
康
な
身
体
づ
く
り
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

身
体
の
運
動
機
能
が
低
下
す
る
と
、
筋

肉
や
骨
が
衰
え
、
心
肺
機
能
に
も
影
響
が

出
て
き
ま
す
。
骨
折
や
筋
力
低
下
か
ら
寝

た
き
り
に
な
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
適
度
な
運
動
を
心
掛
け
る
こ

と
で
、
心
肺
機
能
や
筋
力
の
維
持
・
向
上

○
ス
ト
レ
ッ
チ
運
動

○
つ
ま
先
立
ち
運
動

○
ス
ク
ワ
ッ
ト
運
動

○
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

※
人
目
に
つ
く
服
装
で
、
安
全
な
と
こ
ろ
を

歩
き
ま
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
人
間
の
体
は
「
食
べ
る
」
こ
と

で
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
体
を
活

動
さ
せ
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
、
生
命

の
維
持
に
不
可
欠
な
た
ん
ぱ
く
質
を
と
る

こ
と
は
、
病
気
を
予
防
す
る
上
で
も
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
普
段
か
ら
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
を
心
掛
け
、
十
分
な
栄
養
を
と
り
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
食
べ
る
目
的
は
、
栄
養
を
と
る

○
体
重
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

○

水

分

を

十
分
に
と

り
ま
し
ょ

う
。

　

お
口
の
機
能
は
全
身
の
健
康
と
密
接
に

関
係
し
て
い
ま
す
。
口
は
、
食
べ
る
と
き

の
入
り
口
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
話
を
し

た
り
、
感
情
を
表
し
た
り
す
る
な
ど
、
楽

し
く
生
活
す
る
た
め
の
要
で
す
。
口
の
状

態
が
良
く
な
る
と
、
噛
む
力
や
飲
み
込
む

力
が
強
く
な
り
、
唾
液
も
よ
く
出
る
よ
う

に
な
っ
て
消
化
が
助
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

噛
む
こ
と
で
脳
に
刺
激
が
伝
わ
り
、
脳
が

活
性
化
し
、
認
知
症
の
予
防
に
つ
な
が
る

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
お
口
の
手
入
れ

を
し
、
健
康
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

○
お
口
の
手
入
れ
は

し
っ
か
り
と
。

※
毎
食
後
、
歯
と
舌
を
丁

寧
に
磨
き
ま
し
ょ
う
。

○
よ
く
噛
ん
で
食
べ
ま
し
ょ
う
。

○
た
く
さ
ん
お
し
ゃ
べ
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

年
齢
を
重
ね
る
と
、
外
出
を
お
っ
く
う

に
感
じ
る
こ
と
も
多
く
な
り
、
家
に
引
き

こ
も
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。

　

閉
じ
こ
も
り
自
体
は
病
気
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
週
に
一
度
も
外
出
し
な
い
よ
う

な
生
活
を
し
て
い
る
と
、
運
動
機
能
の
低

下
や
認
知
症
の
進
行
を
招
き
や
す
く
な
り

ま
す
。
散
歩
や
買
い
物
な
ど
、
身
近
な
と

こ
ろ
か
ら
自
分
の
生
活
空
間
を
外
に
広
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

○
生
活
の
リ
ズ
ム
を
規
則
正
し
く
。

○
自
分
で
や
れ
る
こ
と
は
、
自
分
で
。

○
積
極
的
に
外
出
し
ま
し
ょ
う
。

○
趣
味
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

○
地
域
の
サ
ー
ビ
ス
や
情
報
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

適
度
な
運
動
を
し
ま
し
ょ
う

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
普
段
の
生
活

の
中
に
運
動
を
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
食
べ
る
こ

と
を
楽
し
む
こ
と
も
大
切
で
す
。
旬
の
も

の
や
好
物
を
食
べ
る
楽
し
み
や
、
食
材
を

買
い
に
行
く
楽
し
み
な
ど
、
楽
し
む
こ
と

は
、
心
の
健
康
に
も
有
効
で
、
心
身
の
老

化
を
防
ぐ
効
果
が
あ
り
ま
す
。

食
事
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

お
口
を
健
康
に
保
ち
ま
し
ょ
う

外
へ
出
掛
け
ま
し
ょ
う
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本庁地区

期　日 地　区 会　場
３月８日（月）下吾川（新川、鳥ノ木団地除く）

伊予市

市民会館

９日（火）新川、鳥ノ木団地

１０日（水）
米湊Ａ－１（本郷上、本郷西、

本郷中、本郷下、七反）

１１日（木）

米湊Ａ－２・Ｂ・Ｃ（西野１～３

部、米湊団地、東安広、桜町１・

２部、栄町Ａ～Ｄ、仲之町、南

旭町、旭町１・２部、安広団地）

１２日（金）灘町・湊町

１３日（土）上吾川

中山地区

期　日 地　区 会　場

３月１日（月）
上長沢、長沢団地、下長沢、泉

町１～４、福元、高岡、柚之木

中山地区

公民館
（保健

センター
講義室）

２日（火）
重藤、永木、福住、梅原、添賀、

平村

３日（水）
豊岡１・２、東町、門前、坪井、

小池、大矢、野中

４日（木）
影之浦、栃谷、日南登、漆、福岡、

平沢、栗田２・３

５日（金）

榎峠、竹之内、日浦、影浦、障子ヶ

谷、坪之内、村中、山口、中替地、

柿谷、安別当、梅之木、源氏、赤

海、犬寄

双海地区

期　日 地　区 会　場

３月１日（月）
奥西、奥東、池ノ久保、本村、

松尾、富貴、満野空、満野浜

下灘

コミュニ

ティセン

ター
２日（火）

本谷、石久保、閏住、富岡、日喰、

上浜、下浜

３日（水）高野川、小網、城ノ下、灘町

ふたみ

基幹集落

センター

４日（木）

両谷、久保、三島、岡、日尾野、

柆野、東峰、高見、犬寄、大栄、

奥大栄

５日（金）
本郷、塩屋、唐崎、及び双海全

域

○受付時間　９：００～１１：００、１３：００～１６：００

■市・県民税の申告日程

市内全域（本庁・中山・双海地区）

期　日 地　区 会　場

１４日（日）市内全域（本庁・中山・双海） 伊予市

市民会館１５日（月）市内全域（本庁・中山・双海）

　

市
・
県
民
税
の
申
告
は
、
平
成
２２
年

度
分
の
市
・
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険

税
等
を
計
算
す
る
た
め
の
大
切
な
資

料
と
な
り
ま
す
。
期
限
内（
３
月
１５
日

㈪
ま
で
）に
正
し
く
申
告
を
し
て
く
だ

さ
い
。

■
申
告
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑（
認
印
可
）

②
筆
記
用
具
、
電
卓

③
所
得
金
額
を
証
明
す
る
書
類（
源
泉

税
務
課
（
内
線
５
３
１
～
５
３
４
）

市
・
県
民
税
の
申
告
は
、
正
し
く
お
早
め
に

申
告
の
受
け
付
け
は
、
３
月
１５
日
㈪
ま
で

徴
収
票
）

④
事
業（
農
業
含
む
）所
得
・
不
動
産
所

得
を
申
告
す
る
場
合
、
収
入
・
必
要
経

費
が
分
か
る
書
類（
収
支
内
訳
書
）

※
収
入
・
経
費
を
必
ず
計
算
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

⑤
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
医

療
費
の
領
収
書

※
事
前
に
集
計
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

⑥
保
険
料
等
の
支
払
証
明
書

※
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
は
、「
社
会
保

険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」

が
必
要
で
す
。

⑥
本
人
名
義
の
金
融
機
関
・
口
座
番
号

が
分
か
る
も
の

※
所
得
税
確
定
申
告
で
、
還
付
が
発
生
し
た

場
合
に
必
要
で
す
。

■
今
回
の
主
な
改
正
点
な
ど

○
森
林
環
境
税
の
拡
充
・
継
続

　

平
成
２２
年
度
か
ら
課
税
期
間
を
５

年
間
延
長
す
る
と
と
も
に
、
税
額
が
年

※申告書は、郵便で提出することもできます。

　先月号の広報いよしと一緒に配布した「平成２２年度

　分市民税・県民税申告説明書」を参考にしてください。

額
５００
円
か
ら

７００
円
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

○
新
し
い
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
が
始
ま
り
ま
す
。

　

平
成
１１
年
か
ら
１８
年
ま
で
に
入
居

し
、
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
か
っ

た
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
が
あ
る
方
に
加

え
、
平
成
２１
年
か
ら
２５
年
に
入
居
し
た

方
も
、
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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広報いよし(�)

　

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
な
く

て
も
、
満
６５
歳
以
上
で
介
護
認
定（
要
介

護
１
以
上
）を
受
け
て
い
る
方
は
、
税
法

上
の
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す（
一
定
要
件
あ
り
）。
控
除
が
受

け
ら
れ
る
方
に
は
、「
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
」を
交
付
し
ま
す
が
、
そ
の
た

め
に
は
、
福
祉
課
で
申
請
を
す
る
必
要

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
の
交
付
に
つ
い
て

福
祉
課
（
内
線
５
５
３
・
５
５
６
）

が
あ
り
ま
す
。

■
申
請
方
法

　

福
祉
課
に
障
害
者
控
除
認
定
申
請

書
と
介
護
保
険
証
の
写
し
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
福
祉
課
窓

口
で
お
渡
し
し
ま
す
。
審
査
後
、
控
除

が
受
け
ら
れ
る
方
に
は
、
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
書
を
後
日
送
付
し
ま
す
。

意
見
公
募
手
続
制
度
に
よ
る
意
見
を
求
め
ま
す

　

市
で
は
、
次
の
１
件
に
つ
い
て
、
伊

予
市
意
見
公
募
手
続
条
例
に
基
づ
き
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

■
政
策
等
の
名
称

①
伊
予
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計

画（
後
期
）（
案
）

■
閲
覧
場
所

○
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

・
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

・
中
山
地
域
事
務
所

・
双
海
地
域
事
務
所

※
伊
予
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.

city.iyo
.lg.jp

）で
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
意
見
の
提
出
期
限

　

３
月
３
日
㈬
～
２４
日
㈬

※
直
接
持
参
す
る
場
合
は
、
８
時
３０
分
～

１７

時
１５
分（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

■
意
見
の
提
出
方
法

　

意
見
提
案
書（
所
定
の
様
式
）に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
持
参
、
郵

便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課（
〒
７
９
９
ー
３
１
９
３
、
伊
予

市
米
湊

８２０
番
地
、

９
８
３
ー
３
３
５
４
、

Ｅ
メ
ー
ル fukushi@

city.iyo.lg.jp

）

福
祉
課
（
内
線
５
３
８
）

　

母
子
家
庭
の
母
の
経
済
的
自
立
を

支
援
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

母
子
家
庭
高
等
技
能
訓
練
促
進
費

　

専
門
的
な
資
格
取
得
の
た
め
に
養

成
機
関
に
修
業
す
る
場
合
に
、
訓
練
促

進
費
を
支
給
し
ま
す
。

【
対
象
資
格
】
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、

保
育
士
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士

な
ど 母

子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
事
業
の
利
用
に
つ
い
て

福
祉
課
（
内
線
５
３
８
）

母
子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付

　

就
業
の
た
め
に
特
別
な
知
識
・
技
能

の
習
得
、
又
は
、
資
格
の
取
得
を
目
指

す
方
に
教
育
訓
練
費
を
支
給
し
ま
す
。

【
対
象
講
座
】
雇
用
保
険
制
度
の
教
育

訓
練
給
付
の
指
定
講
座
な
ど

※
申
請
書
を
提
出
す
る
前
に
事
前
相
談
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
対
象
者
の
要
件
も
あ
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
福
祉
課
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

臨
時
保
育
士
の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す

福
祉
課
（
内
線
５
３
８
）

■
賃
金　

日
額
７
，０
７
０
円

■
雇
用
期
間　

６
か
月（
６
か
月
の
更

新
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

■
勤
務
時
間　

８
時
３０
分
～
１７
時
１５

分（
勤
務
場
所
の
シ
フ
ト
に
よ
り
、
変

更
が
あ
り
ま
す
）

■
勤
務
場
所　

保
育
所
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

■
登
録
資
格　

保
育
士
免
許
を
有
す

る
方

■
受
付
期
間　

随
時
受
け
付
け
ま
す

■
応
募
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
保
育
士
免
許

（
写
し
）を
添
付
し
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
採
用　

必
要
に
応
じ
て
登
録
者
に

連
絡
し
、
書
類
及
び
面
接
に
よ
る
選
考

を
行
い
、
採
用
を
決
定
し
ま
す
。

■
提
出
先　

福
祉
課（
〒
７
９
９
ー

３
１
９
３
、
伊
予
市
米
湊

８２０
番
地
）
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水
道
課
（
内
線
７
１
２
・
７
２
４
）

引
越
し
に
よ
る
水
道
の
使
用
開
始
・
休
止
、
名
義
変
更
な
ど

水
道
の
届
け
出
を
お
忘
れ
な
く

　

次
の
場
合
に
は
、
水
道
課
へ
の
届
け

出
が
必
要
で
す
。（
印
鑑
不
要
）

○
水
道
の
使
用
を
開
始
す
る
と
き

　

（
引
越
し
な
ど
）

○
水
道
の
使
用
を
休
止
す
る
と
き

　

届
け
出
を
し
な
い
と
、
水
道
を
使
用

し
な
く
て
も
料
金
が
掛
か
り
続
け
ま

す
。

○
水
道
の
使
用
者（
名
義
）を
変
え
る

と
き

※
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
は
、

届
け
出
が
不
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
電
話
で
の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

健
康
保
険
は
、
自
動
的
に
切
り
替
わ

る
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

会
社
に
入
社
し
て
健
康
保
険
に
加

入
し
、
国
民
健
康
保
険
を
や
め
る
場

合
、
ま
た
、
退
職
し
て
国
民
健
康
保
険

に
加
入
す
る
場
合
は
、
市
役
所
に
届

け
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

会
社
の
健
康
保
険
な
ど
で
は
、
職
場

で
手
続
き
を
と
っ
て
く
れ
ま
す
が
、
国

民
健
康
保
険
の
場
合
、
皆
さ
ん
の
責
任

で
１４
日
以
内
に
届
け
出
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

届
け
出
が
遅
れ
た
場
合
は
、
退
職
時

入
社
・
退
職
な
ど
異
動
を
し
た
方
へ

国
民
健
康
保
険
の
届
け
出
は
お
済
み
で
す
か

健
康
保
険
課
（
内
線
５
４
５
）

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
税
が
か
か
り
、

ま
た
、
そ
の
間
の
医
療
費
は
、
全
額
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

※
６０
歳
以
上
６５
歳
未
満
の
方
は
、「
退
職
者
医

療
制
度
」に
該
当
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

手
続
き
の
際
に
は
、「
年
金
証
書
」
を
持
参

　

し
て
く
だ
さ
い
。

傍聴してみませんか！

３月市議会定例会の日程

月 日 内　　　　　容

2 ２５㈭ 本会議
所信表明・議案上程・提案理由
の説明

3

１㈪ 〃
１．議案質疑、委員会付託

２．陳情委員会付託

４㈭ 〃 一般質問

５㈮ 〃 　　〃

８㈪ 委員会 常任委員会（総務委員会）

９㈫ 〃 　　〃

１０㈬ 〃 常任委員会（民生文教委員会）

１１㈭ 〃 　　〃

１２㈮ 〃 常任委員会（産業建設委員会）

１５㈪ 〃 　　〃

１６㈫ 〃

１９㈮ 本会議
各常任委員長報告（質疑・討論・表決）

その他　　　　　 　 　  　（閉 会） 

■問い合わせ　議会事務局（内線６０６・６０７）

３月議会

　本会議は原則として公開されていますので、

どなたでも傍聴できます。

「消費者ホットライン」が始まりました！

　消費者ホットラインは、消費生活における疑

問やトラブルに直面したときに、消費生活相談

窓口にアクセスできる制度です。

　■消費者ホットライン

☎０５７０ー０
まもろうよ

６４－３
みんなを

７０　

　音声案内に従って郵便番号を入力すると市の

相談電話、又は、県の消費生活センター（選択制）

につながります。

　時間外や、土・日曜日、祝日は、独立行政法人 

国民生活センターに接続されます。

※伊予市では、代表電話や下記の消費者相談専用電話が

従来どおりご利用いただけます。

消費者相談窓口（産業経済課）

専用電話 ☎９８２－１２８９ 

ホップホップ ステップステップ消費者消費者力力
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水 道 の 休 日 当 直 当 番 業 者

◆土・日曜日、祝日の上水道、簡易水道、条例水道の緊急業

務（簡易な修理は除く。）は、次の当直水道指定工事事業

者にご相談ください。

月 日 指定工事事業者 電　　話

３

６㈯ ㈲協和設備工業 上吾川 ９８３－４１８５

７㈰ ㈲栄電機設備 中　山 ９６７－１３１８

１３㈯ ㈱伊予設備 米　湊 ９８３－４６１３

１４㈰ 岩井水道工業所 大　平 ９８３－３０６６

２０㈯ 藤岡工業㈱ 上　灘 ９８６－０３５０

２１㈰ ㈲二宮水道工業 下吾川 ９８３－２８１９

２２㈪ 未来設備 尾　崎 ９８３－５２８２

２７㈯ 功栄設備 中　村 ９８２－５８８８

２８㈰ ㈲升田金物店 出　渕 ９６７－００６７

４
３㈯ ㈲ハヤタ設備工業 上吾川 ９８３－０３９８

４㈰ 西岡建材㈱ 下吾川 ９８３－１５９８

※業者への依頼は、８：００～１７：００の時間帯にお願いします。

※水道メーターから宅地側の修理は、個人負担となります。

シートベルトを正しく着用しましょう！

＝ 市内の交通事故状況 ＝

＝ 市内の街頭犯罪等発生状況 ＝
（１月末日現在）

１月 累計 前年比

侵 入 盗 ７件 ７件 ＋７件

自 動 車 盗 ０件 ０件 ±０件

オートバイ盗 １件 １件 ＋１件

自 転 車 盗 ３件 ３件 －４件

車 上 ねらい ５件 ５件 ＋３件

安全は 一人ひとりの 意識から
安心は 人のつながり 地域から

（１月末日現在）

１月 累計 前年比

発　生 １９件 １９件 ＋６ 件

死　者 １人 １人 ＋１ 人

傷　者 ２４人 ２４人 ＋３ 人

健
康
保
険
課
（
内
線
５
４
７
）

ご
存
じ
で
す
か
？
年
金
の
手
続
き

知
ら
ず
に
損
し
て
い
ま
せ
ん
か

任
意
加
入
制
度
に
つ
い
て

　

年
金
は
、
受
給
資
格
を
満
た
し
て
い

な
い
か
ら
も
ら
え
な
い
…
と
思
っ
て

い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

６０
歳
に
な
る
と
国
民
年
金
へ
加
入

す
る
資
格
を
失
い
ま
す
。
た
だ
し
、
老

齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
を
満
た
し

て
い
な
い
方
や
満
額
受
給
期
間（

４８０
月
）

を
希
望
す
る
方
は
、
国
民
年
金
に
任
意

で
加
入
す
る
こ
と（
任
意
加
入
）が
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
６５
歳
に
達
し
て
も
受
給
資
格

の
足
り
な
い
方
が
７０
歳
に
な
る
ま
で

の
期
間
で
、
受
給
資
格
を
満
た
せ
る
場

合
は
、
任
意
加
入
の
期
間
を
延
長
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
た
だ
し
、
昭
和
４０

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

　

な
お
、
任
意
加
入
に
つ
い
て
は
、
手

続
き
し
た
日
か
ら
加
入
す
る
こ
と
と

な
り
、
保
険
料
を
納
め
な
い
と
資
格
を

失
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

付
加
年
金
制
度
に
つ
い
て

　

将
来
、
年
金
を
受
給
す
る
と
き
に
高

い
給
付
を
受
け
た
い
…
と
思
わ
れ
る

方
に
は
、
付
加
年
金
を
お
ス
ス
メ
し
ま

す
。

　

付
加
年
金
と
は
、
第
１
号
被
保
険
者
・

任
意
加
入
被
保
険
者
が
定
額
保
険
料
に

付
加
保
険
料
を
プ
ラ
ス
し
て
納
付
す
る

と
、
老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
を
上

乗
せ
し
て
受
給
で
き
る
制
度
で
す
。

　

付
加
保
険
料
は
、
月
額

４００
円
で
す
。

付
加
年
金
の
受
給
年
額
は
、

２００
円
×
付

加
保
険
料
納
付
月
数
で
す
。

【
例
え
ば
】

○
付
加
保
険
料
を
１０
年
間
納
付
し
た

場
合

《
付
加
保
険
料
》

４００
円
×
１０
年（

１２０
月
）

＝
４
８
，０
０
０
円

《
付
加
年
金
額
》

２００
円
×
１０
年（

１２０
月
）

＝
２
４
，０
０
０
円（
年
額
）

　

な
お
、
付
加
年
金
は
任
意
加
入
で

あ
り
、
納
付
期
限
を
過
ぎ
る
と
納
付

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
国
民
年
金
基
金

に
加
入
中
の
方
は
、
付
加
年
金
に
加

入
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
な
ど
の
要

件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
日

本
年
金
機
構
松
山
西
年
金
事
務
所（
☎

９
２
５
ー
５
１
０
５
）へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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皆
さ
ん
の
安
心
の
た
め
、
消
防
は
２４
時
間
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
消
え
る
ま
で 

ゆ
っ
く
り
火
の
元 

に
ら
め
っ
子
」

伊
予
消
防
署
☎
９
８
２
ー
０
６
５
７

■伊予市管内の火災と救急出場件数（１月末日現在）

種別 １月分 累計

火 災

件 数

本庁 ０

０

本庁 ０

０中山 ０ 中山 ０

双海 ０ 双海 ０

救急出場

件 数

本庁 １０４

１６０

本庁 １０４

１６０中山 ３４ 中山 ３４

双海 ２２ 双海 ２２

☎
火災・救急　➡　１１９

火　　災
救急病院

  案内 ９８２－５９５９

『
サ
イ
レ
ン
の
音
は

な
ぜ
大
き
い
の
？
』

　

今
年
も
、「
春
の
火
災
予
防
運
動
」

が
３
月
１
日
㈪
か
ら
７
日
㈰
ま
で
の

１
週
間
、
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

火
災
予
防
運
動
の
期
間
中
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
や
職
場
で
消
火
・
通

報
・
避
難
訓
練
等
の
行
事
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
積
極
的
に

参
加
し
、

１１９
番
通
報
や
消
火
器
の
使

い
方
な
ど
、
防
災
の
意
識
を
高
め
ま

し
ょ
う
。

林
野
火
災
の
防
止

　

こ
れ
か
ら
は
暖
か
く
な
り
、
屋
外

で
活
動
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

林
野
火
災
は
、
出
火
場
所
が
集
落
か
ら

離
れ
て
お
り
、
発
見
・
通
報
が
遅
れ
る

う
え
に
、
道
路
事
情
が
悪
い
こ
と
も
あ

り
、
ひ
と
た
び
火
災
が
発
生
す
る
と
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
す
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

【
林
野
火
災
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の

注
意
点
】

○
枯
れ
草
な
ど
の
あ
る
場
所
で
、
た
き

火
を
し
な
い
。

○
風
の
強
い
と
き
、
空
気
が
乾
燥
し
て

い
る
と
き
は
、
火
気
の
使
用
を
控
え
る
。

○
た
き
火
な
ど
の
火
が
残
っ
て
い
る

と
き
は
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。
離
れ

る
と
き
に
は
、
完
全
に
火
を
消
す
。

○
喫
煙
は
指
定
さ
れ
た
場
所
で
行
い
、

吸
い
殻
は
必
ず
消
す
と
と
も
に
、
投
げ

捨
て
は
し
な
い
。

○
集
め
焼
き
や
火
入
れ
な
ど
を
行
う

と
き
は
、
事
前
に
消
防
署
へ
届
け
出
を

す
る
。

　

消
防
車
や
救
急
車
は
、
出
動
す
る
と

き
に
と
て
も
大
き
な
音
で
サ
イ
レ
ン

を
鳴
ら
し
て
走
行
し
て
い
ま
す
。

　

法
律
で
は
、「
サ
イ
レ
ン
の
音
の
大

き
さ
は
、
そ
の
自
動
車
の
前
方
２０
ｍ
の

位
置
で
、
９０
ｄ
Ｂ
以
上

１２０
ｄ
Ｂ
以
下
で

あ
る
こ
と
。」と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
周
り
に
よ
く
聞
こ
え
て
、

み
ん
な
が
分
か
る
よ
う
な
大
き
さ
の

音
を
鳴
ら
し
て
い
る
の
で
す
。

「
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
さ
な
い
で
」と

救
急
車
を
要
請
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん

　

救
急
車
を
要
請
す
る
場
合
に
、
よ
く

通
報
者
か
ら「
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
さ
な

い
で
来
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

救
急
車
は
安
全
、
迅
速
に
傷
病
者
を
搬

送
す
る
た
め
に
緊
急
車
両
に
指
定
さ

れ
、
赤
色
灯
の
点
灯
、
サ
イ
レ
ン
を
鳴

ら
し
て
の
走
行
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
義
務
を
果
た

さ
な
け
れ
ば
緊
急
車
両
と
し
て
認
め

ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
皆
さ
ん
に

分
か
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

　

ス
ム
ー
ズ
な
救
急
業
務
が
で
き
る

よ
う
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。



ほっとほっとアングル

　１月１７日、長沢グラウンドで『伊予市消防出初式』が行われました。

　市内の全分団８０６人が参加し、小隊訓練・はしご操法・ポンプ車操法など、日頃の訓練を披露しました。

　式典では、県知事や県消防協会長、市長などからの表彰や感謝状の授与がありました。

　今年、受賞された方々は次のとおりです。

～大切な自分のまちを守りたい～

伊予市消防出初式

平成２２年伊予市消防出初式受賞者（敬称略）

愛媛県知事表彰
　功労章　　　　　重友康之　小笠原貴雄　柿原哲夫　中岡敏文

愛媛県消防協会長表彰
　功績章　　　　　岡田吉弘　篠﨑健一　岡田正宏

　勤続（２０年以上）　仲岡隆敏　松本君俊　矢野真人

　勤続（１５年以上）　武田真二　岩岡一平　亀岡　伸　友澤一雅　児玉光久　横山裕輝　岡　耕策　向井幸男　吉野敦夫

　勤続（１０年以上）　久保博司　本多宇一　山先　誠　 田利勝　北岡正壽　西岡英範　武智和彦　日野寛信　白石修一

　　　　　　　　　平林盛二　成岡広志　米田秀作　福岡逸朗　湊　正実　梶原清運　小野和良　平岡　仁

　親子消防団員　　福本武雄　福本和信

愛媛県消防協会長感謝状
　消防団員家族内助の功労者感謝状　　　平岡恒子

伊予市長表彰　　　久保憲治　大塚佳久　山田正義　兵頭数行　堀川周一　武田正昭　山岡　勇　藤岡久仁昭　谷岡賢治

　　　　　　　　　二宮美記栄　　　　　　　　　

伊予市長感謝状　　楠本　俊　中岡武人　篠﨑義明　東野義昭　坂本美輝雄　福本五雄　國西俊孝　堀　光浩　臼杵郁洋

　　　　　　　　　玉井達夫　濵田龍信　鍋田伸幸　水本勝廣　武智健治郎　久保和夫　福住稔政　金子　豊　大塚　威

　　　　　　　　　森野利春　森下晶生　鎌田清貴

　消防団員家族内助の功労者感謝状　　　岩井孝子

消防団長表彰　　　岡山靖司　向井春秋　空岡直裕　武智　聡　高橋敏明　山口和也　石田秀亀　米井幸平　弘田隆久

　　　　　　　　　角田洋祐

　１月１６・１７日、ふたみシーサイド公園で『初春水

仙花祭り』が行われました。

　双海地区の花が大好きな方で組織するふたみ花

の会の会員は、このお祭りのために、切り花や鉢植

えなどを自らの手で準備しました。

　春の訪れを思わせるほど暖かくなったこの日、水

仙の芳香な香りが会場中を漂うなか、来場者は、花

の会員の心のこもったおもてなしに、心を和ませて

いました。

～ふたみ花の会主催～

初春水仙花祭り
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　２月２日、伊予市特別職報酬等審議会は、市長ら

特別職の給与と議員の報酬をそれぞれ減額するよ

うに答申しました。

　答申の主な内容は、平均０．２６％の減額で、市では

この答申を踏まえ、条例改正案を３月議会に上程し、

可決されれば４月から減額を実施する予定です。

～市長・副市長の給料や議員報酬など～

特別職報酬等審議会、市長に答申

　１月２４日、双海地区三島神社で『文化財火災防

ぎょ訓練』が行われました。

　文化財防火デーにちなんで行われた火災訓練は、

伊予市指定文化財の双海地区三島神社の二重門を

対象に実施。

　参加した地元の消防団や自主防災組織、伊予消防

署員は、訓練開始の合図で、消火栓にホースをつな

いだり、ため池から消防自動車で放水したりと迅速

な消火訓練を行いました。

～双海地区三島神社の二重門～

文化財火災防ぎょ訓練

　１月２５日、伊予市市民会館で『伊予市農山漁村男

女共同参画社会づくり推進協議会』が行われました。

　同協議会会長の宮﨑セイ子さんが開会のあいさ

つをした後、西予市宇和町のどんぶり館の代表取締

役の渡邊邦広先生による「農業の原点にもどろう」

と題した講演が行われ、「男女が力を合わせて、経営

者としての感覚を持ち、新しい目線に立った農業経

営をしていくことの重要性」を話されました。

～男女が力を合わせた農漁業経営を！～

農山漁村男女共同参画社会づくり

　１月３１日、ふたみシーサイド公園で『福豆まき』が

行われました。

　当日は、あいにくの空模様で、施設内のイベント

広場で行われましたが、たくさんの家族連れが来園

しました。

　イベントが始まり、鬼が現れると、子どもたちは、

「鬼はそと！」と手に持った豆を思いっきり鬼たち

に投げつけていました。鬼が痛くて退散した後に

は、福をもたらす福まきが行われました。

～今年の邪気を追い払え！～

シーサイド福豆まき



地域のイベントや楽しい出来事の情報をお待ちしています。（広報担当：内線６５０）

　２月５日、愛媛木材青年協議会から伊予市立図書

館に絵本「どうぞのいす」と絵本に登場するいすが

寄贈されました。

　「どうぞのいす」は、うさぎが木で作ったいすを

きっかけに動物たちの親切のリレーが始まるとい

う心温まるお話で、この絵本と手作りのいすをと

おして、子どもたちに木の温もりや優しさ・力強さ

を感じてほしいと贈られました。

　来館の際には、ぜひ座ってみてください。

～愛媛木材青年協議会～

「どうぞのいす」を寄贈

　２月７日、中山高校グラウンドを中心に『第４回

伊予市駅伝大会』が行われました。

　絶好の駅伝日和に恵まれたこの日、各部門から３４

チーム２７２人が参加。商店街を一斉にスタートした

選手たちは、中山地区を周回し、チーム全員が力を

合わせ、一つのタスキをゴールへとリレーしました。

～３４チーム２７２人の選手が快走～

伊予市駅伝大会

　２月４日、ウェルピア伊予で『伊予農業者研修大

会』が行われ、伊予地区農業の担い手が一堂に会し

ました。

　高校生によるプロジェクト発表や基調講演、担い

手アクションサポート活動事業の成果報告が行わ

れ、農業を取り巻く状況が厳しさを増す中、地域農

業・農村の活性化や望ましい農業構造の実現を目指

した方策が検討されました。

～伊予地区の農業担い手が一堂に会し～

伊予農業者研修大会

大会結果

部　門 １位 ２位 ３位

地　域 下吾川 南伊予西 上吾川

一　般 伊予警察署 泉町クラブ
南伊予

体育会

中学生男子
港南中

駅伝部
伊予中 中山中

中学生女子 伊予中 中山中 ―

小学生 中山小Ａ
ゴッド

ゆなみ

南山

フェニックス
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くらし
インフォメーション
くらしに役立つさまざまな情報をお伝えします
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総
務
省

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス

モ
ニ
タ
ー
募
集

　

総
務
省
で
は
、
平
成
２２
年
度
電

気
通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
し
ま
す
。
モ
ニ
タ
ー
活
動
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
方
に
は
謝
礼
を

お
支
払
い
し
ま
す
。

■
応
募
資
格　

電
話
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
の
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス

に
関
心
が
あ
る
満
２０
歳
以
上
の
方

で
、
総
務
省
及
び
電
気
通
信
事
業

に
勤
務
経
験
の
な
い
方（
家
族
含
む
）

■
活
動
内
容　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（
年
２
回
）、
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出

席（
別
途
出
席
を
依
頼
す
る
方
）

■
委
嘱
期
間　

平
成
２２
年
６
月
１

日
～
平
成
２３
年
３
月
３１
日
の
１０
か

月
間

■
応
募
方
法　

４
月
２
日
㈮（
消
印

有
効
）ま
で
に
ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
次
の
事
項
を
記
載

の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

《
記
載
事
項
》　

住
所
、
氏
名（
フ
リ

ガ
ナ
）、
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス（
任
意
）、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、

応
募
動
機

■
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ　

四
国

総
合
通
信
局
電
気
通
信
事
業
課

（
〒
７
９
０
ー
８
７
９
５
、
松
山

市
宮
田
町
８
ー
５
、
☎
９
３
６
ー

５

０

４

２
、

９

３

６

ー

５
０
１
４
、
Ｅ
メ
ー
ルshikoku-

jigyou@
soum

u.go.jp

）

イ
ベ
ン
ト

第
１１
回
伊
予
農
ラ
ン
展

　

伊
予
農
業
高
等
学
校
生
物
工
学

科
主
催
の
「
ラ
ン
展
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
洋
ラ
ン
を
栽
培
し
て
い
る
方
、

こ
れ
か
ら
洋
ラ
ン
を
育
て
て
み
よ

う
と
思
っ
て
い
る
方
、
興
味
の
あ
る

方
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

■
日
時　

３
月
２１
日
㈰
、
９
時
～

１４
時

■
場
所　

伊
予
農
業
高
等
学
校
第

１
体
育
館　

イ
ベ
ン
ト

花
の
森
桜
ま
つ
り

■
日
時　

３
月
２８
日
㈰
、
１０
時
～

１５
時

■
場
所　

栗
の
里
公
園
、
フ
ラ
ワ
ー

ハ
ウ
ス
、
遊
栗
館
、
花
の
森
ホ
テ
ル

■
内
容　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

バ
ザ
ー
、
新
鮮
魚
市
、
ア
マ
チ
ュ
ア

バ
ン
ド
コ
ン
サ
ー
ト
、
花
の
特
売
、

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
中
山
町
内
小

学
生
の
絵
画
展
、
花
見
弁
当
や
特

別
ラ
ン
チ
の
販
売 

ほ
か

■
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

花
の
森
ホ
テ
ル

（
☎
９
６
７
ー
１
６
６
６
）

参
加
者
募
集

第
６４
回
伊
予
市
歩
こ
う
会

ゆ
っ
く
り
歩
い
て
松
前
町
め
ぐ
り

■
期
日　

３
月
１４
日
㈰
※
小
雨
決
行

■
行
き
先　

松
前
港
・
瀧
姫
神
社
、

義
農
公
園
、
塩
屋
海
岸 

な
ど

■
集
合
場
所　

伊
予
鉄
地
蔵
町
駅

■
集
合
時
刻　

９
時
１０
分（
厳
守
）

■
参
加
費　

５００
円（
同
伴
家
族
は

２００

円
）
※
全
員
、
一
日
傷
害
保
険
に
加
入

■
持
参
品　

弁
当
、
水
筒
、
帽
子
、

雨
具 

な
ど

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

３

月
９
日
㈫
ま
で
に
、
伊
予
市
中
央

公
民
館（
☎
９
８
２
ー
５
１
５
５
）

へ
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　妊娠中、特に初期のお母さんは、妊婦で

あるか判断しにくかったり、「つらい症状」

がある場合があります。

「電車・バス等では、優先して席を譲る。乗

降時には協力する。」　

「近くでの喫煙は控える。」

「お手伝いしましょうか？のやさしい一

言。」

な ど、妊 婦 さ

んへの思いや

りのある気遣

いをお願いし

ます。

マタニティマーク

を知っていますか？

マタニティマーク

を知っていますか？

■
内
容　

洋
ラ
ン
の
展
示
・
販
売
、

学
習
成
果
の
展
示
、
動
物
と
の
触

れ
合
い
コ
ー
ナ
ー
、
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
、
伊
予
農
生
産
物
の
販
売

ほ
か

■
問
い
合
わ
せ　

伊
予
農
業
高
等

学
校
生
物
工
学
科（
☎
９
８
２
ー

１
２
２
５
）

表
示
登
記
の
日

無
料
登
記
相
談
所
開
設

■
日
時　

４
月
１
日
㈭
、
１０
時
～

１５
時

■
場
所　

伊
予
市
市
民
会
館
１
階

会
議
室

■
内
容　

土
地
・
建
物
の
登
記
に
関

す
る
も
の
、
土
地
の
境
界
に
関
す

る
も
の
、
供
託
の
手
続
き
に
関
す

る
も
の
、
公
正
証
書
の
作
成
各
種

認
可
手
続
き 

な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

愛
媛
県
土
地

家
屋
調
査
士
会（
☎
９
４
３
ー

６
７
６
９
）、
愛
媛
県
司
法
書
士
会

（
☎
９
４
１
ー
８
０
６
５
）
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《無料人権相談》

○日時　３月８日（月）、１０：００～１５：００

○場所　市民会館１階会議室

《心配ごと相談》

○日時・場所　１３：３０～１６：００（祝日と

年末年始は除く）、社会福祉協議会

　伊予事務所　毎月第２・４・５水曜日

　中山事務所　３月１１日（木）

　双海事務所　毎月第２水曜日

○弁護士相談日時・場所（要予約）

　３月３日（水）、１７日（水）、４月７日

（水）、２１日（水）、１３：３０～１６：００、社

会福祉協議会伊予事務所（☎９８２－
０３９３）

《行政相談》

○本庁地区　毎月第２火曜日

　９：００～１５：００　西岡　靖雄さん方

　（☎９８２－６０９２）
○中山地区　毎月１０日

　１０：００～１５：００　仙波　道淳さん方

　（☎９６７－１０２０）
○双海地区　毎月第２火曜日

　９：００～１５：００　山口　隆義さん方

　（☎９８７－０６３０）
《家庭児童相談室》

○ 日時　土・日曜日、祝日、年末年始

を除く毎日、８：３０～１７：００

○相談先　伊予市福祉課内家庭相談員

（☎９８２ー１１１１、内線５５２）
《ＤＶ相談》

○日時　土・日曜日、祝日、年末年始

を除く毎日、８：３０～１７：００

○相談先　伊予市福祉課ＤＶ担当者（☎
９８２－１１１１、内線５３８）

《女性のための相談》

○ 日時　一般相談／火～金曜日、来所

８：３０～１６：３０、電話８：３０～１７：

３０、土・日曜日、８：３０～１６：３０、心

理カウンセリング／第１～第４木

曜日、１３：００～１７：００、法律相談／

第１～第４木曜日、１３：３０～１５：３０

（月曜・祝日・年末年始は休館）　

○場所　愛媛県女性総合センター（松

山市山越町４５０、☎９２６ー１６４４）
《在宅介護支援センター２４時間相談》

○日時　年中無休、２４時間体制

○相談先　社会福祉協議会伊予事務

所☎９８３ー６２２４、伊予あいじゅ
☎９８２ー６６６８、森の園☎９８２ー
７４７４、なかやま幸梅園☎９６７－
０３００、双海夕なぎ荘☎９８６－０１３１

《不動産相談》

○ 日時　毎月１０日（土・日曜日、祝日

の場合は翌日）、１３：００～１５：００

○場所　ふるさと創生館

○相談先　宅建協会伊予支部

各種相談 相談無料
秘密厳守

試
験
案
内

平
成
２２
年
度

国
家
公
務
員
採
用
試
験

■
試
験
の
種
類

【
大
学
卒
業
等
程
度
】

国
家
公
務
員
Ⅰ
・
Ⅱ
種
、
国
税
専
門

官
、
法
務
教
官
、
労
働
基
準
監
督
官
、

航
空
管
制
官

【
高
等
学
校
卒
業
程
度
】

国
家
公
務
員
Ⅲ
種
、
刑
務
官
、
入
国

警
備
官
、
皇
宮
護
衛
官
、
航
空
保
安

大
学
校
学
生
、
海
上
保
安
学
校
学

生（
特
別
）、
海
上
保
安
学
校
学
生
、

海
上
保
安
大
学
校
学
生
、
気
象
大

学
校
学
生

※
受
験
資
格
・
受
付
期
間
・
試
験
日
等
は
、

四
国
税
理
士
会

税
金
相
談
セ
ン
タ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

四
国
税
理
士
会
松
山
支
部
所
属

の
税
理
士
が
、
税
金
に
関
す
る
相

談
に
電
話
又
は
面
談
に
て
、
無
料

で
お
答
え
し
ま
す
。

■
日
時　

毎
週
水
曜
日
、
１３
時
～

１６
時（
１
人
３０
分
程
度
）

■
場
所　

愛
媛
県
税
理
士
会
館
２

階（
松
山
市
松
前
町
１
ー
６
ー
８
）

■
相
談
方
法　

電
話
で
事
前
予
約

を
し
て
く
だ
さ
い（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
１０
時
～
１２
時
、
１３
時

～
１５
時
３０
分
）。
電
話
相
談
の
方
に

は
、
予
約
時
に
専
用
電
話
番
号
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ　

四
国
税

理
士
会
松
山
支
部（
☎
９
４
５
ー

５
７
６
１
）

受
講
生
募
集

家
づ
く
り
納
得
セ
ミ
ナ
ー

　

家
づ
く
り
は
一
生
に
一
度
の
大

仕
事
で
す
。
後
悔
し
な
い
た
め
に

も
、
事
前
に
し
っ
か
り
勉
強
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
毎
回
各
分
野
の
プ

ロ
が
「
安
心
・
安
全
で
人
に
や
さ
し

い
木
造
の
家
づ
く
り
」
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

■
日
時　

５
月
～
平
成
２３
年
３
月

の
毎
月
第
１
土
曜
日
、
１０
時
～
１２

時■
場
所　

さ
ざ
な
み
館（
伊
予
市
湊

町
海
岸
通
り
）

■
受
講
料　

無
料

■
定
員　

５０
人（
先
着
順
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

伊

予
地
区
「
地
産
地
消
の
家
づ
く
り
」

佐礼谷診療所が民間診療所へ移行します

　市では、民間活力導入による地域医療の維持・継続を図るため、

現在国民健康保険直営施設として市が運営している佐礼谷診療所

を、４月１日から、市で施設を所有する民間診療所として運営を開

始します。なお、運営・診療は、引き続き現在の所長が行い、診療時

間・診療科目等については、これまでどおりで変更ありません。

■問い合わせ　伊予市健康保険課（☎９８２－１１１１、内線５４６）

そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

人
事
院
四
国
事

務
局（
〒
７
６
０
ー
０
０
６
８
、
高

松
市
松
島
町
１
ー
１７
ー
３３
、
☎

０
８
７
ー
８
３
１
ー
４
７
６
５
）

■
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
国
家
公

務
員
試
験
採
用
情
報
ナ
ビ
」http://

w
w

w
.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

推
進
協
議
会
事
務
局（
伊
予
森
林
組

合
伊
予
支
所
、
☎
・

９
８
３
ー

２
５
７
５
）



　まなびランド いよ
waku-waku

わく
わく

広報いよし (18)

この文章は、アンドリューさんが日本語で書いています。

アンドリューの

№１８

◆活動日時　毎週土曜日午後、日曜日午前

◆活動場所　新川シーサイド児童公園

◆対象者　小学生女子

◆参加費　毎月３，０００円

　３月といえば多くの人がお別れする季節です

ね。私も、もうすぐ小学生になる園児たちとお

別れする日が近づいています。伊予市の小・中

学校で活動するＡＬＴ（外国語指導助手）たちも、

卒業生とのお別れに直面しています。

　ところで、グローバル化を迎える社会では、

「お別れ」の意味がどんどん変わってくると考え

られます。進学や就職のために育った町とお別

れする人が増えているのが現状です。また、移

動する人は、育った町から遠く離れたところを

選ぶ傾向もあると言えるでしょう。伊予市に住

むことを決めたＡＬＴ（外国語指導助手）たちと

同じく、海外を選ぶ人も少なくありません。

　全くなじみがない町で暮らし始め、友人を最

初からつくることは簡単とはいえません。そこ

で、私とＡＬＴからアドバイスを送ります。

♠アメリカ出身ＡＬＴからのアドバイス

 「初めてのことは何でも勇気がいる。小さなこ

とから試してみよう。毎日、知らない人にあい

さつをしてみよう！１人でもいいから。やがて、

『こわっ！』と思って遠慮することがどんどん

減ってくる。」

♥カナダ出身ＡＬＴからのアドバイス

「最初の数か月は、誘われることを断らないで。

断ることは、友人を作るチャンスを逃すことに

なるから。」

♣私からのアドバイス

「顔は常ににっこり！良い印象を与えることで、

周りの人から話しかけられる可能性は何十倍に

も増えるから！」

ＥＮＪＯＹ　ＳＯＦＴＢＡＬＬ！

　現在、伊予小２人、郡中小８人の計１０人で、何

とか試合に参加できる人数でがんばっています。

　県の大会には低学年も

参加できる柔らかいスポ

ンジボールを使用した大

会もあり、楽しくソフト

ボールを習えますよ。

　夏休みには、キャンプ

や九州の大会にも行きま

す。友だちを誘って入部

してください。

伊予バンビーズ

◆問い合わせ　藤岡恵さん（☎９８２－３１６８）

国際交流日記

熱血！スポーツ少年団

   みんな

知ってる？
　私の出身地を含め一部の地域では、卒業式は３月で

はなく５月に行われます。また、多くの学校では秋学

期 （９月～１２月）と春学期（１月～５月）に授業があり、

いわゆる「２学期制」で運営されています。



   

子どもの悩み
相談専用電話　
☎９８２－２６０２

　青少年の非行、いじめ問題等子どもに関するさまざまな相談に専門の相談員が応じます。

■３月の相談日　１日（月）、２日（火）、５日（金）、８日（月）、９日（火）、１２日（金）、１５日（月）、１６

日（火）、１９日（金）、２３日（火）、２６日（金）、２９日（月）、３０日（火）

■相談受付時間　８：３０～１７：１５　※赤字の日は８：３０～１２：００

■問い合わせ　教育委員会社会教育課伊予市青少年センター（☎９８２－２６０２）

〈開館時間〉火～金曜日　９：００～１８：００　土・日曜日　９：００～１７：００
〈３月の休館日〉１日（月）、８日（月）、１１日（木）、１５日（月）～２３日（火）、２９日（月）、３１日（水）

伊予市米湊７６８－２　☎ 983-4051　 983-4353　

《３月の新刊》　

一般書　

■故郷のわが家　村田 喜代子

■山田洋次を観る　吉村 英夫 

■しまった「失敗の心理」を科学する

                        ジョゼフ・Ｔ．ハリナン

児童書

●ガサゴソだーれ（紙芝居）　八木田 宜子

●おにごっこだいすき　今江 祥智

●１５歳の日本語上達法　金田一 秀穂 

くらべない
　　　 生き方  

大平光代・鎌田實 

伊予市立図書館だより

人生を変えたいと

思ったら、本を読ん

でみる～対話より

まいごの
　　きたかぜ
　ちば みなこ

広報いよし(19)

はるがちかいのに、

きたにかえること

ができません

☆お話し会・腹話術《無料》１３日（土）１０：３０～　絵本、紙芝居、お楽しみパネルシアター

☆子ども映画会《無料》２７日（土）１５：００～　雄牛のフェルディナント、おやゆび姫　ほか
行事案内

　４月から図書の貸し出しや検

索がコンピューターを使って

できるようになります。これに

伴い、本を借りる場合、現在の

貸出券の代わりに新しい利用者

カードが必要になります。事前

受付をしていますので、住所等

が確認できるものを持参の上お

申し込みください。

お知らせ

やさしい英会話

（初級・入門編）

レベルアップ英会話

（中級・日常会話）

開催日 毎週火曜日 毎週木曜日

回数 全１５回 全１４回

初回開催日 ４月１３日（火） ４月１５日（木）

時間
① １９：００～２０：００

② ２０：１０～２１：１０

期間 ４～７月（４か月）

■場所　中央公民館

■対象　市内在住の成人の方

■受講料　１，０００円

■定員　各コース１２人（①、②各６人）

■受付期間　３月８日（月）～１５日（月）

■申込方法　教育委員会に置いてある申込用紙に

必要事項を記入の上、お申し込みください。メー

ル申請可。※申込多数の場合は抽選。

■申し込み・問い合わせ　

教育委員会社会教育課（☎９８２－１１１１、内線７２７、

Ｅメール skyouiku10@city.iyo.ehime.jp）

Memory of Stone２
～石器が語る伊予市のあけぼの～

■日時　３月１４日（日）まで、１０：００～１７：００

■場所　伊予市立図書館

■入場料　無料

■内容　旧石器時代から弥生時代の石器の展示

《関連行事》

○再生琥珀で勾玉づくり

■日時　３月７日（日）

　　　　①１３：００～１４：３０　②１５：００～１６：３０

■場所　伊予市立図書館

■参加料　５００円

■その他　要申込、定員各回２０人、大人もＯＫ！

○郷土文化講演会

■日時　３月１３日（土）１３：３０～１５：００

■場所　伊予市立図書館

■演題　「発見！体験！伊予市の古代を楽しもう！」

■講師　梅木謙一さん（松山市考古館主任学芸員）

■参加料　無料

■申し込み・問い合わせ

教育委員会社会教育課（☎９８２－１１１１、内線７２７）

春期講座生募集

アンドリューの英会話教室
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◎は予約が必要です。

※母子手帳を持参。対象月に受けていない人も受診できます。

相談・デイケア

※３か月児健診、１歳６か月児健診、３歳児健診はお近くの保健センターで受診してください。

※乳児健康診査（２回）は、乳児一般健康診査受診票（出生後、保健センター窓口で発行）を利用して、かかりつけの医療機関で

個別に受診してください。

日　時 場　所

３／１２（金）

９：３０～１５：００

双海保健センター

３／１９（金） 伊予市保健センター

３／２６（金） 中山保健センター

母子保健

実施保健
センター

日　時 対　象　者 内　容

３か月児健診 伊 予 ３／１６（火）１３：００～１４：００ Ｈ２１年１１月出生児 身体測定・内科健診

１歳６か月児健診 伊 予 ３／２（火）１３：００～１４：００ Ｈ２０年７・８月出生児 内科・歯科健診

フッ素塗布 伊 予 ３／２（火）１３：３０～１４：００ ６歳までの乳幼児
フッ素・サホライドを１００円

で塗布　※歯ブラシ持参

育児相談 伊 予 ３／８（月）
 ９：００～１１：３０

１３：００～１５：３０
乳幼児 身体計測・健康相談

歯科相談 伊 予 ３／８（月）１３：３０～１５：００ 乳幼児
歯科衛生士による歯科相談

※歯ブラシ持参

◎心理相談 伊 予
３／２（火）１３：００～１５：００ 乳幼児から思春期までの子を持

つ保護者
子育てに関する悩み相談

３／８（月） ９：００～１２：００

◎のびのびクラブ 伊 予
３／１（月） ９：３０～１１：００

育児不安や悩みを持つ親子 「たのしく遊ぼう」
３／１５（月） ９：３０～１１：００

ちびっこ広場

わくわくデー
中 山 ３／１８（木）１０：００～１１：００ 乳幼児とその保護者 「お別れ会」

●デイケア

◆申し込み　伊予市保健センター

伊予市保健センター　☎９８３―４０５２　  ９８３―５２９５

双海保健センター　☎９８６―５６６６　 ９８６―１５３３

中山保健センター（中山地域事務所内）　☎９６７―１１１１　 ９６７―１１０１

●個別栄養相談（要予約）

日　時 場　所

３／ ９（火）
 ９：００～１２：００

１３：３０～１６：００
伊予市保健センター

◆申し込み　伊予市保健センター

乳がん・子宮がん検診費用の
払い戻しのご案内

　「がん検診無料クーポン券」配布対象者の方

で、平成２１年４月１日からクーポン券が手元

に届くまでの間に、自己負担金を支払って乳

がん・子宮がん検診を受けた方には、検診費

用を払い戻しします。詳細は、伊予市保健セ

ンターへお問い合わせください。

■「がん検診無料クーポン券」配布対象者

《子宮がん》Ｈ２１年４月１日現在、２０歳、２５歳、

３０歳、３５歳、４０歳の方

《乳がん》Ｈ２１年４月１日現在、４０歳、４５歳、

５０歳、５５歳、６０歳の方

■申請期限　平成２２年３月３１日（水）

 保健センターからのお知らせ

健康ガイドＨｅａｌｔｈ 
Ｃａｒｅ



　対象者の皆さん、もうすぐ無料で予防接種を受けられる期間が終了します。

■対象者

《ＭＲ１期》１歳～２歳未満

《ＭＲ２期（小学校就学前の１年間）》平成１５年４月２日～平成１６年４月１日生まれ

《ＭＲ３期（中学１年生）》平成８年４月２日～平成９年４月１日生まれ

《ＭＲ４期（高校３年生相当の年齢）》平成３年４月２日～平成４年４月１日生まれ

※ＭＲ３・４期の対象となっている方には、平成２１年４月に予診票と接種券を郵送しています。

■接種期間　平成２２年３月３１日（水）まで

※４月１日以降に接種する場合は、全額自己負担（約１万円）となります。

広報いよし(21)

休日当番医は２３ページのカレンダーをご覧ください。

予防接種
●麻しん（はしか）・風しん予防接種

健康ダイエット教室

肝臓病教室●二種混合（ジフテリア・破傷風）

　乳幼児期に受けた免疫が低下するために、そ

れを補い確実な免疫をつける大切な予防接種で

す。忘れず受けましょう。

■接種対象年齢　１１歳以上１３歳未満

■予診票配布対象学年　小学６年生

※市内小学校を通じて配布していますが、受け取っ

ていない方は、保健センターまでご連絡ください。

　はじめよう、脱メタボ生活。

　「健診を受けてメタボと言われた」「生活習慣

を見直したい」そんなあなたの参加をお待ちし

ています。

■日時　３月９日（火）９時３０分～１２時

■対象　３０～７０歳くらいの市民

■内容　ウォーキング実践編「郡中を歩こう」

■参加費　無料

■持参品　運動のできる服装、シューズ、飲み

物、タオル

■場所・申し込み　伊予市保健センター

　専門医をお招きし、肝臓病についての正しい

知識と健康管理、最新の治療情報についてお話

しいただきます。

■日時　３月１１日（木）１３時３０分～１４時３０分

■内容　講話「知っておきたい！肝臓病の知識」

（愛媛大学医学部医学系専攻　小西一郎先生）　

■参加費　無料

■場所・申し込み　伊予市保健センター

Ｑ．麻しん（又は風しん）にかかったことがある場合はどうしたらいいの？

Ａ．麻しんにかかったと思われる時期に医師の診察を受け、麻しんの診断を受けていますか？診断を受け

ていない場合は、保護者の方が判断せずに、必ず医師に相談してください。麻しん（又は風しん）にか

かったことが確実な場合も、希望により麻しん（又は風しん）単体ワクチンを接種できます。

Ｑ．予診票・接種券をなくしてしまった！

Ａ．再交付できます。手続きが必要ですので、保健センターにお問い合わせください。

※他にも分からないことがあれば、お気軽に保健センターまでお問い合わせください。

麻しん・風しんに関するＱ＆Ａ

い～よ市民講座

■内容　「健
けんかつ

活（健康づくり活動）をはじめよう！」

（愛媛大学付属病院　櫃本真聿先生）、健診日程

の紹介・説明

■参加費　無料

■申し込み　各日程の３日前までに、各保健セ

ンターへ。

日　時 場　所

３／１２（金）１８：３０～２０：００ 伊予市保健センター

３／１５（月）１３：３０～１５：００
えひめ中央農協

中山支所

３／２３（火）１３：３０～１５：００ 双海保健センター

※どの日程も、同じ内容の講演会です。



徳田　明子
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生き生き人生　わくわく私

卓球は気軽にできる生涯スポーツ

　

軽
快
な
ラ
リ
ー
の
音
と
、
笑
い
声
が

響
き
渡
る
下
吾
川
の
つ
ば
さ
卓
球
セ
ン

タ
ー
。
徳
田
明
子
さ
ん
は
、
自
身
も
現
役

の
選
手
と
し
て
活
動
し
な
が
ら
、
そ
こ
で

卓
球
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

小
学
２
年
生
か
ら
卓
球
を
始
め
た
徳
田

さ
ん
は
、
学
生
時
代
、
そ
し
て
社
会
人
選

手
と
し
て
も
卓
球
を
続
け
ま
し
た
。
結
婚

を
機
に
、
し
ば
ら
く
競
技
を
離
れ
ま
し
た

が
、
近
所
の
方
の
誘
い
を
受
け
再
開
。
平

成
２０
年
度
の
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

（
マ
ス
タ
ー
ズ
の
部
）で
は
、
３
位
入
賞
を

果
た
し
ま
し
た
。　
　

　

そ
ん
な
徳
田
さ
ん
が
、
卓
球
セ
ン
タ
ー

を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
の
が
昨
年
７
月
。
長

女
が
小
学
生
に
な
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

さん
（米湊）

で
し
た
。「
子
ど
も
た
ち
に
、
私
が
活
躍
す

る
姿
や
、
指
導
す
る
姿
を
見
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
し
た
。
と
き
ど
き
、
娘
た
ち
も
練

習
に
参
加
し
て
い
ま
す
。」

　

現
在
、
つ
ば
さ
卓
球
セ
ン
タ
ー
の
会
員

は
約
８０
人
。
市
内
外
か
ら
幅
広
い
年
代
の

方
が
通
っ
て
お
り
、
最
高
齢
の
生
徒
は
８０

歳
代
の
方
で
す
。
グ
ル
ー
プ
レ
ッ
ス
ン
や

個
人
レ
ッ
ス
ン
、
初
心
者
対
象
や
子
ど
も

対
象
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
教
室
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
自
分
に
で
き

る
技
術
を
押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、
そ

の
人
の
立
場
に
立
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
で

き
る
技
術
を
教
え
て
あ
げ
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
礼
儀
や
精
神
的
な
部

分
な
ど
、
女
性
指
導
者
だ
か
ら
気
付
く
こ

と
も
あ
る
の
で
、
子
ど
も
た
ち
に
は
そ
う

い
っ
た
面
も
指
導
す
る
よ
う
心
掛
け
て
い

ま
す
。」

　

選
手
・
指
導
者
と
し
て
、
ま
た
２
人
の

子
ど
も
を
持
つ
お
母
さ
ん
と
し
て
、
卓
球

と
家
事
・
育
児
を
両
立
さ
せ
る
徳
田
さ
ん

を
支
え
て
い
る
の
は
、
ご
主
人
と
ご
両
親

の
協
力
で
す
。「
も
ち
ろ
ん
家
庭
も
大
事
で
、

無
理
な
く
両
立
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
る

の
で
、
オ
ン
オ
フ
の
切
り
替
え
は
し
っ
か

り
し
て
い
ま
す
。
教
室
の
予
約
が
な
い
と

き
は
、
家
に
帰
っ
て
、
家
事
に
専
念
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。」

　

今
年
１１
月
に
行
わ
れ
る
マ
ス
タ
ー
ズ
全

国
大
会
で
の
入
賞
と
い
う
自
身
の
目
標
に

加
え
、
指
導
者
と
し
て
の
目
標
も
大
き
く

膨
ら
み
ま
す
。「
自
分
の
結
果
よ
り
も
、
教

え
て
い
る
人
た
ち
が
結
果
を
残
し
て
く
れ

る
方
が
う
れ
し
い
。
今
年
は
小
学
生
の
四

国
大
会
が
愛
媛
で
行
わ
れ
る
の
で
、
一
人

で
も
多
く
出
場
し
て
ほ
し
い
で
す
。」

　

つ
ば
さ
卓
球
セ
ン
タ
ー
は
、
会
員
以
外

の
方
で
も
、
１
時
間
３００
円
で
気
軽
に
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
卓
球
は
、
天

候
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
楽
し
め
る

ス
ポ
ー
ツ
で
、
ど
ん
な
方
で
も
気
軽
に
始

め
ら
れ
ま
す
。
全
国
に
は
１００
歳
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
選
手
も
い
ま
す
し
、
体
に
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
方
も
、
楽
し
く
プ

レ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
定
年
し
た

り
、
子
育
て
が
一
段
落
し
た
り
し
て
、
自

分
の
時
間
が
で
き
た
よ
う
な
人
た
ち
に

も
、
体
を
動
か
し
に
来
て
ほ
し
い
。」

　

冬
の
間
、
運
動
不
足
気
味
だ
っ
た
体
を

動
か
し
て
、
ひ
と
汗
流
し
、
心
も
体
も
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

▲テンポの良い、スピード感あるラ

リーが続きます。

つ
ば
さ
卓
球
セ
ン
タ
ー

☎
９
９
４
ー
６
１
６
０

携
帯
０
９
０
ー
４
５
０
１
ー
４
３
２
０
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㊩休日当番医（９時～１７時、要予約）

イベント情報

広　告

３月のカレンダー
日 曜 行　　　　　事

１ 月

２ 火

３ 水 ひな祭り、耳の日

４ 木

５ 金

６ 土 啓蟄

７ 日
消防記念日

㊩伊予病院☎９８３－２２２２

８ 月
国際女性デー
本庁地区無料人権相談（１０時～）伊予市市民会館

９ 火

１０ 水

１１ 木

１２ 金

１３ 土
下灘中学校統合記念式典（９時～１０時）

下灘中学校体育館

１４ 日 ㊩藤井医院☎９８２－００６６
１５ 月

１６ 火

１７ 水

１８ 木 彼岸入り

１９ 金

２０ 土

２１ 日
春分の日、彼岸中日

㊩いよ整形外科☎９８３－５３５５

２２ 月
振替休日

㊩稲田内科☎９８３－３００３
２３ 火 世界気象デー

２４ 水 彼岸明け

２５ 木 電気記念日

２６ 金

２７ 土

２８ 日
市税等納付窓口開設（８時３０分～１７時）税務課窓口
五色姫復活祭（１２時～）五色姫海浜公園ほか

㊩宇都宮皮膚科☎９８３－３２１３
２９ 月

３０ 火

３１ 水

４/１ 木 エイプリルフール

２ 金

３ 土

４ 日

五
色
姫
復
活
祭

■
日
時　

３
月
２８
日
㈰

■
内
容
・
時
間
・
場
所

○
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー（
１２
時
～
、

五
色
姫
海
浜
公
園
）

　

五
色
姫
・
稚
児
行
列
・
女
性
み

こ
し
出
発
式
、
景
品
付
き
祝
餅
ま

き
ほ
か

○
五
色
姫
パ
レ
ー
ド（
１３
時
出
発
、

灘
町
商
店
街
、
町
家
）

○
そ
の
他

　

ね
が
い
石
・
祝
餅
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
、
五
色
姫
ス
タ
ン
プ
大
抽
選
会
、

女
性
の
ど
自
慢
大
会
、
郡
中
ひ
な

か
ざ
り
、
俳
句
・
川
柳
の
投
句
、
五

色
姫
う
ど
ん
、
バ
ザ
ー
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

伊
予
市
商
業
協

同
組
合（
㈱
ま
ち
づ
く
り
郡
中
内
）

☎
９
４
６
ー
７
２
４
５

第
２７
回 

い
よ
し
花
ま
つ
り

■
日
時　

４
月
１０
日
㈯
・
１１
日
㈰
、

１０
時
～
１６
時（
１１
日
は
９
時
～
１５
時
）

■
場
所　

し
お
さ
い
公
園

■
内
容　

〈
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
〉

先
着
２００
人
に
花
の
種
プ
レ
ゼ
ン
ト

（
１０
日
の
み
）

〈
即
売
〉
花
き
、
庭
木
、
地
元
農
水

産
物
や
加
工
品

〈
そ
の
他
〉
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
、

バ
ザ
ー
な
ど

※
当
日
は
、Ｊ
Ｒ
伊
予
市
駅
か
ら
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
運
行（
無
料
）

■
問
い
合
わ
せ　

産
業
経
済
課

（
内
線
５
７
３
）

納  期  限 口座引落日

国　保　税
（第９期）

３月３１日（水） ３月２９日（月）

＝３月の市税納期＝

■問い合わせ　税務課収納担当（内線５４８・５４９）

今月の市税の納期は次のとおりです。

納期限までに必ず納めましょう。

広　告
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広
報 

い
よ
し　

３
月
号

編
集
・
発
行　

伊
予
市
総
務
部
総
務
課

印
刷　
　
　
　

明
星
印
刷
工
業
㈱

問
い
合
わ
せ　

伊
予
市
総
務
部
総
務
課
広
報
広
聴
担
当

　
　
　
　
　
　

☎
０
８
９
ー
９
８
２
ー
１
１
１
１

広　告広　告

イ
チ
ゴ

-straw
b
erry
-

　イチゴの本来の旬は、６月

頃ですが、今は大半がハウス

栽培でイチゴを作っているた

め、１２月から６月頃までおい

しいイチゴを味わうことがで

きます。

　伊予市では、中山地区（クラ

フトの里）と双海地区（翠地区）

に７軒の観光イチゴ園があり、

すべて高設栽培といわれる、

地上１ｍの高さでイチゴを栽

培しており、車いすやベビー

カーでのイチゴ狩りも楽しめ

ます。

イチゴを使った料理レシピ

イチゴスムージー
■材料（１人分）

○イチゴ…１／４パック　　　○牛乳（又は豆乳）…１００ml

○砂糖（又はハチミツ）…適量

※プレーンヨーグルトを入れるとさらにおいしくできます。

■作り方

①イチゴを塩水できれいに洗い、水気をふき取って、ヘタをとり、

冷凍する。

②冷凍したイチゴと、その他の材料をミキサーにかける。

③なめらかになったら出来上がり。

《ちょっとひと工夫》

　冷凍イチゴをつくるときに、イチゴにコアントローをからめ

て、冷凍すれば大人の味わいが楽しめます。
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